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ナシモザイク症の病原ウイルス（新種）の簡易検出法を開発 

農業総合試験場

全国のナシの産地で、葉の色素がモザイク状又は斑点状に抜ける症状（以下、モザイク

症状）を特徴とする病害が拡大しています。症状が酷くなると葉や茎が壊死（えし）し、

早期落葉するため減収の大きな要因となります。 

本病害の原因は長らく不明でした。しかし、2018 年に農業・食品産業技術総合研究機構

（以下、農研機構）が、発症したナシの葉から新種のウイルスである「ナシ葉退緑斑点随

伴ウイルス（仮称、以下、PCLSaV）」を発見し、さらに PCLSaV の全ゲノム配列情報を解析

し、原因解明が急速に進みつつあります。 

愛知県では、農研機構と 2018 年から共同研究を開始し、発症したナシから迅速かつ簡易

に PCLSaV を検出するため、PCLSaV の全ゲノム配列情報を活用した遺伝子診断法の開発に

取り組みました。 

１ LAMP 法による PCLSaV 検出技術の開発 

 一般的な遺伝子診断法の PCR 法ではウイルスを検出するために、ウイルスを抽出・精

製しなければなりません。しかし、ナシの葉は多糖類を多く含み、これを取り除くため

に多くの時間と労力が必要です。そこで、ウイルス抽出が不要な遺伝子診断法である

LAMP 法を用いた PCLSaV 検出技術を開発しました。 

PCLSaVは５分節のRNAを持っています。各分節ごとにPCLSaVに特有の領域を選別し、

それぞれ１セットまたは２セットの LAMP プライマーを設計しました。プライマーとは、

人工的に合成した塩基配列であり、対象とする遺伝子に結合して特異的な反応を示しま

す。モザイク症状のナシの葉や健全なナシの葉、PCLSaV と類縁のウイルスに罹病した植

物の葉等を用いて LAMP 反応の特性を調査したところ、モザイク症状のナシの葉だけに

早く反応する LAMP プライマーを得ることができました。このプライマーを用いて、反応

温度 63℃で、PCLSaV を約 20 分以内に検出することができました。  

モザイク症状の葉 新梢の壊死 茎の黒変 
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２ 全国 12 県のモザイク症状の葉での検出 

 秋田県から熊本県までの全国 12 県から採取されたニホンナシ 13 品種のモザイク症状

の葉を用いて、LAMP 法による PCLSaV 検出技術の有効性を検証しました（図１）。PCLSaV

の検出結果には地域間差や品種間差はありませんでした。また、LAMP 法は PCR 法と同等

以上の精度で PCLSaV を検出できることがわかりました（図２）。 

さらに、注射針で葉を突き、針の先端に付着した汁液からでも十分な精度を維持しな

がら LAMP 法で PCLSaV を検出できました。ウイルス抽出を省いたこの方法は、多くの検

体数にも対応可能で、簡易な検出法として活用できます。 

３ おわりに 

 本検出法は、発症したナシの葉から注射針を使ってウイルスを採取・検出するため、

簡易かつ有効な検出法であり、高価な PCR 機器等を使わないため経済性に優れます。さ

らに、本検出法は、ニホンナシだけでなくセイヨウナシでも PCLSaV を検出できることが

確認されています。PCLSaV の発生のメカニズムや生態等を解明し効果的な防除対策を構

築するために、本検出法の活用が期待されます。 

図２ PCLSaV 陽性率の比較 

LAMP 法による陽性

判定の一例 

陽性  陰性 

図１ モザイク症状のナシ葉

の採取地域 

注射針によるウイルス試料の採取 
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「アグロ・イノベーション 2020」等が開催されました 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

令和２年 11月 11 日（水）から 13日（金）にかけて、「アグロ・イノベーション 2020」

（主催：一般社団法人日本能率協会）をはじめ、５つの展示会が東京ビッグサイト青海展

示場（東京都江東区）で開催されましたので、概要を紹介します。 

１ アグロ・イノベーション等と出展物

  「アグロ・イノベーション」は農業の生産から加

工・流通までの幅広い分野に関する出展者や商材が集

まる展示会です。また、同時開催として「鳥獣対策・

ジビエ利活用展」、「野菜・果物ワールド」、「草刈り・

除草ワールド」、「フローラル・イノベーション」が行

われ、様々な情報を収集することが可能になっていま

した。 

例えば、農業資材メーカーが展示していた太陽光集

熱器は、薄型軽量の中空の板(26cm×123cm)を温室上

部の植物の陰にならない空間に複数枚配置し、それに

水を通して日中温まった水を貯水槽に貯えます。それ

を通水管に通して夜間の局所暖房に用いたり、ヒート

ポンプの熱利用効率の改善につなげたりして効果を検

証していると説明がありました。 

  また、ブロッコリーの発泡スチロール・氷詰め出荷

の代替として、鮮度保持フィルムを使った段ボール箱

出荷を紹介しているブースが２つあり、これらの資材

の活用によって出荷箱の軽量化やごみの削減につなが

ることをアピールしていました。 

２ 講演会では最新の話題も 

  各展示会では講演会も開催され、例えばアグロ・イ

ノベーションではコロナ後・2030年に向けての農産物

流通の在り方、野菜・果物ワールドでは機能性野菜の

意義等について話を聞くことができました。 

  特に農産物流通に関しては、コロナ禍において小売

と外食間で野菜の融通がうまくできなかったことや、

流通の川上と川下のマッチングが進む中で少量多品目

の配送に対応できるようにする必要があることから、

スピード感や柔軟性が求められているとしました。 

会場では新型コロナウイルス感染症予防の対策が取られる中、熱心な参加者が多く訪れ

て情報収集に取り組んでいました。 

集熱器の説明 

（(株)大仙資料） 

講演会の様子 

鮮度保持資材の説明 

（(株)サカタのタネ資料） 
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令和元年に実施した品評会の様子 

産地の維持を。奥三河高原シクラメン組合の活動について 

新城設楽農林水産事務所 

愛知県はシクラメンの産出額が全国第１位（平成 30 年※１)であり、設楽町は豊川市、

田原市に次ぐ県内で３番目の産地（平成 30 年※２）です。近年は鉢花の価格が低迷してい

ることで、経営が非常に厳しくなっています。そのような中、６戸の生産者が奥三河高原

シクラメン組合を組織し、栽培技術の向上や、産地のＰＲに取り組んでいます。 

１ 産地の概要 

 設楽町では、標高 600ｍから 900ｍにある名倉地区と

津具地区の２か所でシクラメンが栽培されています。

この産地のシクラメンは、夏季の冷涼な気候により花

色の発色が良く、日持ちすることが特徴です。  

今年は、10 月上旬からのガーデンシクラメンを皮切

りに、４号鉢、５号鉢と 12 月まで 23 万鉢を出荷予定

です。 

２ 組合の取組 

(1) ほ場巡回  

 毎年 10 月に栽培技術の向上を目的として、組合員のほ場を全員で巡回しています。

今年は６戸 10 名が参加し、シクラメンのできをお互いに確認しました。巡回では使

用している肥料の種類、農薬の使い方など活発な意見交換が行われました。 

(2) 品評会を活用した産地ＰＲ 

 今年は中止となりましたが、新城設楽花き振

興連絡協議会との共催で、道の駅「もっくる新

城」で毎年 11 月にシクラメンの品評会を実施し

ています。消費者のニーズを把握するため、審

査は「もっくる新城」の来場者による投票で行

われます。また、シクラメン生産者が来場者と

交流を図りながら実施することで産地のＰＲに

もつながっています。 

３ 新城設楽農林水産事務所の活動 

 地元産鉢花の消費拡大を目的に「鉢花の日」を設けて

フラワーウォークを実施しています。今年は農林水産事

務所の他、建設事務所など管内の各事務所に斡旋し、82

名から 118 鉢の注文があり、非常に盛況でした。今後も

産地の維持を図るため支援に努めていきます。 

※１：平成 30 年生産農業所得統計より  

※２：平成 30 年産花き生産実績より 

栽培の様子 

フラワーウォークに参加した職員 
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キャベツの競合産地の状況 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

本県産キャベツの入荷が本格化する時期を迎えるにあたり、京浜市場愛知県野菜連絡会

キャベツ研究会（首都圏の青果卸売会社 12 社で構成）は毎年 12 月初旬に競合産地調査及

び入荷物の品質検討会を行っています。 

本年は 12 月１日（火）に産地調査が、12 月 10 日（木）に品質検討会が開催されまし

た。 

１ 競合産地調査 

 競合産地調査は毎年①千葉県銚子市、②神奈川県三浦市及び横須賀市で行われていま

す。毎年同じ地域を同じ時期に見ることで、例年に比べて今年の生育はどうか、結球の

大きさはどうかといった比較ができます。 

 なお、新型コロナウイルス感染症の影響により例年と異なって参加者を少なくする形

がとられ、愛知県内産地からの参加は見合せとなり、卸売会社２社及び主要２JA（愛知

みなみ、豊橋）の東京駐在員、JAあいち経済連東日本営業所職員、愛知県東京事務所職

員が参加して行われました。 

（１）千葉県 

 銚子市を大きく西部地区と東部地区に分けると、西部地区は出荷最盛期で、東部地

区には年明け以降に収穫する作型が多く植えられていました。西部地区でも収穫後の

ほ場はすぐに定植準備がされており、年２～３作のキャベツ体系がうかがわれました。 

 西部地区の生育は良好で揃いも良く、一斉収穫できる様子でした。また、ごく一部

のほ場で食

害痕が見ら

れましたが

外葉のみで

止まってお

り、黒腐病

の発生もわ

ずかに見ら

れた程度で

した。 

（２）神奈川県 

 三浦市は年内から２月収穫までの作型が植えられており、生育は良好で、８玉サイ

ズでの出荷が見込まれました。一部では食害痕が散見されました。例年よりだいこん

の収穫が進んでいませんでしたが、今後、３月以降に収穫される春キャベツの定植が

千葉県のほ場 
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遅れないように収穫や定植の作業が進められるのかもしれません。 

 横須賀市は

年内収穫の作

型が多く、生

育は良好でし

た。食害痕や

黒腐病の発生

が見られまし

たが多くはな

く、出荷への

影響はなさそ

うでした。 

２ 品質検討会 

 例年は競合産地調査と同日開催されますが本年は別日での開催となり、卸売会社９社

が参加して、冬系と春系、それぞれ秀８玉の入荷物について品質検討されました。 

 なお、検討後は、愛知県内主要２JA（愛知みなみ、豊橋）の東京駐在員及び JA あい

ち経済連東日本営業所職員、愛知県東京事務所職員も参加して情報交換が行われました。 

（１）冬系 

 本県産の５出荷物及び茨城県産の６つが

用いられました。全体的に品質は良好で、

重量もありました。本県産の一部に黒腐病

や虫害が少し見られました。茨城県産も良

かったとの評価でした。 

（２）春系 

 本県産の４出荷物及び神奈川県産、千葉

県産の６つが用いられました。重量が重い

ものが多くありましたが、外葉が多い産地

が半数以上あったほか、本県産を含めて黒

腐病や虫害が少し見られました。また、穫り遅れまではいかないものの芯が高いとの

評価が聞かれました。 

 単価安が続く中では、値上がりを期待して収穫を遅らせる心理が働くと思いますが、今

回は裂球や明らかな収穫遅れはなく、適期収穫されていることがうかがわれました。 

 競合する県外産地の品質も良好であり、品質差は大きくないようでした。単価安の厳し

い状況であっても高品質なキャベツを出荷し続けることによって、仲卸業者や実需者の愛

知県産物に対する信頼を高めることが重要だと思われました。 

神奈川県のほ場 

品質を入念にチェック 
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2019 年の県内卸売市場における青果物・花きの流通動向 

食育消費流通課

１ 名古屋市中央卸売市場及び県内地方卸売市場の青果物について 

（１）2019 年の野菜及び果実取扱数量 

野菜については、名古屋市中央卸売市場の取扱数量は 40 万３千ｔで、５年前と比

べてほぼ同数量でした（表１）。このうち、県内産野菜は６万８千ｔでした。一方、

県内地方卸売市場の取扱数量は10 万９千ｔ（2014 年比 78.1％）で、５年前と比べて３万

１千ｔ減少しました。このうち、県内産野菜は４万５千ｔでした。 

果実については、名古屋市中央卸売市場の取扱数量は９万８千ｔ（同 81.9％）で、

５年前と比べて２万１千ｔ減少しました。このうち、県内産果実は１万１千ｔでした。

一方、県内地方卸売市場の取扱数量は４万ｔ（同 73.1％）で、５年前と比べて１万５

千ｔ減少しました。このうち、県内産果実は１万５千ｔでした。 

（２）青果物の取扱数量における動向 

   県内地方卸売市場では、名古屋市中央卸売市場と比べ、野菜、果実ともに取扱数量

の減少率が大きくなっています。その主な要因として、系統出荷や農産物直売所での

販売等が増加し、地方卸売市場への出荷量が減少していることが挙げられます。 

また、主要品目では、減少傾向にある品目が多い一方で、野菜のごぼうやブロッコ

リー、果実のびわやりんごの取扱数量は比較的安定しています。 

２ 県内地方卸売市場の花きについて 

（１）2019年の切り花及び鉢物取扱数量 

切り花の取扱数量は１億８千８百万本（同 77.9％）で、５年前と比べて５千３百万本

減少しました（表２）。このうち、県内産切り花は７千３百万本でした。 

鉢物（花壇用苗物等含む）の取扱数量は５千７百万鉢（同 80.1％）で、５年前と比べ

て１千５百万鉢減少しました。このうち、県内産鉢物は２千２百万鉢でした。 

（２）花きの取扱数量における動向 

切り花、鉢物ともに、市場全体及び県内産の取扱数量は減少傾向にあります。 

また、主要品目では、減少傾向にある品目が多い一方で、切り花のゆりやきく、鉢

物のポットマムや洋らんの取扱数量は比較的安定しています。 

表１ 県内卸売市場における青果物の取扱数量 

表２ 県内地方卸売市場における花きの取扱数量 

(注)表は小数点以下第２位を四捨五入しています。 

(注)表は小数点以下第２位を四捨五入しています。 

［単位：万ｔ］

全体 県内産 県産ｼｪｱ 全体 県内産 県産ｼｪｱ
野菜 40.3 6.8 16.9% 40.3 7.9 19.5%
果実 9.8 1.1 10.8% 11.9 1.4 11.9%
野菜 10.9 4.5 41.1% 14.0 5.9 42.3%
果実 4.0 1.5 37.9% 5.5 2.0 36.5%

2019年 2014年

名古屋市
中央

県内地方

［単位：千万本、千万鉢］

全体 県内産 県産ｼｪｱ 全体 県内産 県産ｼｪｱ
切り花 18.8 7.3 39.0% 24.1 10.7 44.3%
鉢物 5.7 2.2 37.9% 7.2 3.1 43.3%

2019年 2014年

県内地方

7

西 日 本 情 報



「あいち花マルシェ２０２０メインステージ」を開催しました！ 

園芸農産課

本県は、57年連続で花き生産日本一を誇る「花の王国」です。県民参加型の「花と緑の

イベント」を毎年開催し、「花の王国あいち」のＰＲに取り組んでいます。 

 本年度は、県民の皆様が本県の素晴らしい花を見て、触れて、直接購入できる「あいち

花マルシェ２０２０」のメインステージを安城産業文化公園デンパークで開催し、あいち

の花の魅力を広くＰＲしました。 

１ 開催概要

 (1) 期 日 

    令和２年 11 月 20 日（金）から 23 日（月・祝）まで 

 (2) 場 所 

    安城産業文化公園デンパーク 

 (3) 主 催 

    あいち花マルシェ２０２０実行委員会 

     構成：愛知県、安城市、名古屋市、ＪＡグループ愛知（中央会・連合会）、 

        あいち中央農業協同組合、愛知県花き温室園芸組合連合会、 

         西三河花き温室園芸組合連合会、安城市温室園芸組合、 

         公益財団法人安城都市農業振興協会、名古屋生花小売商業協同組合、 

         一般社団法人ＪＦＴＤ、中日新聞社 

２ メインステージ（安城産業文化公園デンパーク）の結果 

 (1) 来場者数 

    約 25,000 人 

 (2) 花マルシェ（あいちの花の販売）の売上 

    約 640 万円 

 (3) 結果の概要 

    コロナ禍の中、感染防止に細心の注意を払って開催した結果、多くの方が来場さ

れ、「あいちの花」を購入していただきました。また、花の使い方を提案するディス

プレイなども楽しまれ、暮らしの中に「あいちの花」を取り入れていただくきっか

けとなりました。 

来場者からは「コロナ禍の中、たくさんのお花に癒された。」、「あいちの花の品質

の高さや豊富な種類に驚いた。」「また来年も開催してほしい。」という声が多く聞か

れました。 

３ 内 容

 (1) 花マルシェ 

   ア 会 場（安城産業文化公園デンパーク） 

     地元の生産者団体や県内のお花屋さんが多数出店し、あいちの花の販売を行い

ました。 
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     地元生産者による花の販売      お花屋さんによる花の販売 

   イ オンライン花マルシェ 

     コロナ禍においても、「あいちの花」を楽しんでいただけるよう、花マルシェの

特設 Web サイトを設け、生産者による花の紹介や花育動画、フラワーコンテスト

の結果などを配信しました。また、楽天市場内の「あいちの『食と物産』マル

シェ」とリンクし、オンラインであいちの花を３月末まで販売しています。 

      特設 Web サイトトップページ     花マルシェのページ 

 (2) あいちフラワーコンテスト 

    県内の花き生産者から切花・鉢物 286 点が出品されました。審査の後、会期中に

一堂に展示し、展示終了後に販売しました。 

     コンテストの展示（切花）      コンテストの展示（鉢物） 
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 (3) 花のディスプレイ 

    花の使い方を提案するディスプレイの展示を行いました。 

      ディスプレイ「花こもれび」      安城市温室園芸組合 

       愛知県花き連花きＰＲ部会   愛知県花き連カーネーション部会 

         中日いけばな協会       安城市立西部小学校の児童が 

                          制作した寄せ植え 

 (4) その他 

    県民参加型イベントとして、花の体験教室やスタンプラリーも行いました。 

         花の体験教室           スタンプラリー 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を「
表す用 』につきましては、下記の基準で記載しております。語

前年並 ：±１％台以下
ずか ：±２％台以内わ

や や ：±３～５％台
なり ：±６～15％台か

大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：こまつな）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 愛知産

３，６７１ ３３７ ３６１ ３１５ 茨城（５０％）２年実績※

（１４％） 岐阜（２３％）
静岡（１１％）

－３年見通し ３，６７０ － ３６０

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

本年は天候に恵まれ、各産地ともに豊作 愛知は高齢化により作付面積が減少傾向に
傾向にある。主産地の茨城はハウス物中心 ある。卸売市場としても地場産物を販売した
に入荷する。生育状況は平年並で、１月の いので、後継者の確保及び安定的な出荷体制
入荷量は多かった前年を上回る見込み。愛 の整備をお願いしたい。
知は露地物中心の入荷で、１週間程度の前
進傾向にある。年末の集中的な入荷が終了

※令和２年12月は実績が出ていないため、平成元年12し、１月の入荷量は前年を下回る見込み。
月～令和２年11月の数値を令和元年実績として標記し入荷量と価格はともに前年並となる見込
ております。み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：セルリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 愛知産

７,８０２ ５１２ ２７４ １９９ 長野（３７％）２年実績※

（７％） 静岡（２９％）
福岡（１０％）

８,０００ － ２７０ －３年見通し

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

大きな気象災害なく、天候に恵まれて生 新型コロナウイルス感染症の終息が見えず
育は順調で、１月以降も潤沢な入荷が見込 業務需要が回復しない中で苦しい販売が続く
まれる。 が、量販店ではクリスマスから年始までと、

例年は年末に向けて価格が上がるが、野 彼岸以降の春商材としての引き合いが強い。
菜全体が安値傾向の中で、入荷量の減少は 日量格差の少ない安定出荷はもちろん、、
なく価格の上昇は見込めない。今後も苦し 精度の高い出荷情報の提供や特売・販促の実
い相場展開が続き、厳しい販売状況が予想 施が望まれる。
される。野菜全体の動きが良くなれば好転

※令和２年12月は実績が出ていないため、令和元年12が期待できる。
月～令和２年11月の数値を令和２年実績として標記し入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
ています。前年並となる見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の１月の見通し

※グラフは白抜き箇所が見通しとなります。

１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ３０，７３３ 245 200 220 愛知 27%
２９年 ３０，８６４ 261 225 218 北海道 20%
３０年 ２８，１５７ 365 271 261 茨城 7%
元年 ２９，７１１ 261 218 215 兵庫 5%
２年 ３０，３８６ 254 206 200 熊本 5%

５ ヵ 年 平 均 ２９，９７０ － － －

３ 年 見 通 し ３０，０００ － － －

２８年 １，６６７ 62 57 80 千葉 27%
２９年 １，７３３ 90 78 82 徳島 24%
３０年 １，４４２ 217 205 142 静岡 20%
元年 １，７０４ 75 61 65 鹿児島 10%
２年 １，７２１ 91 68 61 愛知 9%

５ ヵ 年 平 均 １，６５４ 104 90 84

３ 年 見 通 し １，７００ 80 75 70

２８年 １，９３８ 99 82 85 愛知 93%
２９年 １，８８２ 136 129 130 鹿児島 4%
３０年 １，５０９ 172 194 172 長崎 2%
元年 １，８５３ 109 106 93 熊本 1%
２年 １，９６５ 123 105 79

５ ヵ 年 平 均 １，８２９ 126 120 109

３ 年 見 通 し １，９００ 110 110 110

に

ん

じ

ん

８５
１３０
１８２
１０１

９７

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　徳島、千葉、静岡、愛知などから入荷す
る。各産地ともに天候に恵まれ生育順調
で、大玉中心の入荷となる見込み。上旬の
入荷は少なく、中旬以降がピークとなる
か。前年同様、安値展開が予想される。
　入荷量は前年並で、価格は安値だった前
年をかなり上回る見込み。

１１６  前年及び本年の

　愛知を中心に入荷する。愛知は生育良好
で、２Ｌ・Ｌサイズを中心に順調な入荷を
見込む。入荷量は最も多かった前年並とな
る見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安値
だった前年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、愛知、茨城などが中心となる。
葉物類と果菜類では、前進傾向により年明
けの入荷が減少する品目も見られる。土物
のばれいしょは栽培面積の減少による数量
減で高値となるか。
　入荷量と価格はともに前年並となる見込
み。

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

７３  入荷量・価格の動き

８９

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

２３６

２１４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２１８
２３５
２９０
２２７
２１６

８０
１８３

６４
６８

だ

い

こ

ん

６４

名古屋市中央卸売市場
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注）

１２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １２０，４２０ 250 218 245 千葉 17%
２９年 １２３，９０７ 276 242 246 茨城 15%
３０年 １０８，２４２ 385 300 297 愛知 11%
元年 １１５，５４８ 264 234 235 北海道 10%
２年 １１９，５１０ 269 221 223 神奈川 6%

５ ヵ 年 平 均 １１７，５２５ － － －

３ 年 見 通 し １２１，０００ － － －

２８年 １２，９７０ 55 47 69 神奈川 47%
２９年 １３，１５３ 90 73 81 千葉 42%
３０年 ９，３２５ 222 203 157 徳島 5%
元年 １０，９７５ 70 64 67 鹿児島 1%
２年 １１，２９０ 88 72 67 福岡 1%

５ ヵ 年 平 均 １１，５４３ 102 90 90

３ 年 見 通 し １１，５００ 80 70 75

２８年 ７，４２７ 84 76 79 千葉 84%
２９年 ６，７８７ 152 155 155 埼玉 7%
３０年 ６，０１２ 140 150 169 茨城 4%
元年 ７，０４９ 102 114 93 鹿児島 1%
２年 ６，３７８ 143 131 119 中国 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，７３１ 123 124 121

３ 年 見 通 し ６，６００ 130 120 110

２３４

９０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２３８
２５２
３２１
２４２

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

８１
１９３
６７
７５

 入荷量・価格の動き

前年主要産地（％）

２５６

２２５

 前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

だ

い

こ

ん

５８

に

ん

じ

ん

７９
１５５
１５４
１０３
１２９

１２２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１２０

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

千葉、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。豊作基調が続くも一部品目では
前進出荷のため落ち着いた出回りとなる
か。果菜類は月後半に成り疲れや寒さで量
を減らすと見込まれ相場上昇に期待。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や下回る見込み。

　神奈川、千葉からの入荷が中心となる。
主力関東産地は前進傾向に加え干ばつの影
響でサイズはやや小さくなり落ち着いた入
荷となるか。相場低迷が続けば、神奈川で
は引き続き出荷調整される見込み。
　入荷量、価格ともに前年並となる見込
み。

千葉を中心に埼玉などからの入荷とな
る。気温低下により肥大緩慢になるも、千
葉では生育、肥大とも良好で収穫作業は順
調に進む。12月末に量を減らした流れが１
月上旬は続くも中旬には増量か。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

東京都中央卸売市場
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ２，３８７ 61 53 77 茨城 41%
２９年 ２，４３０ 116 102 92 兵庫 32%
３０年 ２，８７５ 188 166 163 愛知 19%
元年 ３，２２２ 57 48 46 三重 4%
２年 ２，８５９ 84 60 55 宮崎 3%

５ ヵ 年 平 均 ２，７５５ 101 86 86

３ 年 見 通 し ２，９００ 60 60 60

２８年 ３，８０６ 45 56 65 愛知 90%
２９年 ３，２２４ 102 99 97 茨城 5%
３０年 ２，７２８ 258 179 143 兵庫 2%
元年 ２，７１１ 78 94 100 三重 2%
２年 ３，２４１ 72 57 58 滋賀 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，１４２ 105 93 90

３ 年 見 通 し ３，２００ 60 60 60

２８年 ３０５ 497 488 690 愛知 63%
２９年 ３６２ 416 495 529 茨城 12%
３０年 １９６ 1,047 849 887 岐阜 9%
元年 ２６３ 504 550 544 静岡 5%
２年 ３１０ 618 526 486 群馬 4%

５ ヵ 年 平 均 ２８７ 579 559 606

３ 年 見 通 し ２８０ 500 500 500

９０６
５３４
５２３

５７１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

６０

キ

ャ

ベ

ツ

５６

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に茨城などから入荷する。各
産地ともに気温の低下で生育が停滞してい
る。愛知は平年と同様のは種をしたが、11
月下旬の干ばつと12月の気温低下による生
育不良が懸念される。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや下回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

５３８
４８６

は

く

さ

い

６３
１０１
１７０

４９
６４

８９

　愛知を中心に茨城などから入荷する。各
産地ともに少雨の影響で小玉傾向が見られ
る。上旬の入荷は平年より少なく、下旬に
向けて増量するか。愛知の入荷量は前年並
の見込み。
　入荷量は前年並で、価格は安値だった前
年並となる見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、兵庫、愛知を中心に入荷する。各
産地ともに生育順調で、やや前進傾向にあ
る。愛知は切り上がりが早まる予想。気温
が下がれば鍋需要が期待される。漬物・加
工業務用は販売に苦戦するか。
　入荷量は前年並で、価格は安値だった前
年をかなり下回る見込み。

６０

９３

１００
１７８

９２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き６０
 前年及び本年の

 前年及び本年の
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１２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １２，５７３ 42 38 57 茨城 83%
２９年 １３，８１１ 101 96 86 群馬 6%
３０年 １３，４３１ 146 147 153 兵庫 6%
元年 １４，１７８ 41 38 35 埼玉 2%
２年 １３，９９２ 72 57 53 和歌山 1%

５ ヵ 年 平 均 １３，５９７ 80 75 76

３ 年 見 通 し １４，０００ 40 45 50

２８年 １５，０１６ 49 60 64 愛知 65%
２９年 １４，７９２ 107 102 109 千葉 19%
３０年 １１，８２１ 248 192 171 神奈川 10%
元年 １２，８０５ 90 100 106 茨城 2%
２年 １５，３８２ 83 65 61 鹿児島 1%

５ ヵ 年 平 均 １３，９６３ 110 100 99

３ 年 見 通 し １５，５００ 70 70 70

２８年 １，３７８ 497 446 696 群馬 38%
２９年 １，６２１ 467 433 479 茨城 27%
３０年 １，１６４ 1,045 718 769 埼玉 13%
元年 １，３１９ 589 545 495 千葉 8%
２年 １，５６４ 689 485 476 栃木 4%

５ ヵ 年 平 均 １，４０９ 640 515 572

３ 年 見 通 し １，５００ 600 500 550

 前年及び本年の

 前年及び本年の

キ

ャ

ベ

ツ

５９
１０６
１９８
１００
６８

１０２

７０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

４５

は

く

さ

い

４６
９３

１４９
３７
６０

７７

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ

う

れ

ん

そ

う

８１５
５３５

５４４
４５８

 入荷量・価格の動き

５２７

　茨城を中心に、群馬、兵庫などからの入
荷となる。主力の茨城は生育、肥大ともに
良好で豊作基調。潤沢な出回りが続き、寒
さで鍋需要が高まっても厳しい相場展開は
変わらずか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に下回る見込み。

　本県、千葉、神奈川からの入荷が中心と
なる。本県は高めの気温と十分な日照から
作柄良好。干ばつの影響で落ち着いた入荷
も天候次第で肥大が進むか。関東産地も生
育は順調で、潤沢な入荷が続く見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をわ
ずかに上回る見込み。

　群馬、茨城など関東産地からの入荷が中
心となる。生育は順調だったが寒波により
停滞の懸念あり。前進出荷により端境が心
配される産地があるも、総じて大きな山谷
なく落ち着いた入荷が続く見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

５６４

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ９７２ 436 341 394 大分 24%
２９年 ９９５ 473 439 385 静岡 20%
３０年 ８４４ 557 523 460 群馬 11%
元年 ９６９ 466 371 306 愛知 8%
２年 １，０４４ 434 360 295 長野 8%

５ ヵ 年 平 均 ９６５ 470 403 365

３ 年 見 通 し ９５０ 400 330 350

２８年 １，３２３ 293 266 303 兵庫 34%
２９年 １，５７６ 203 217 267 静岡 18%
３０年 １，１３６ 646 393 339 愛知 17%
元年 １，４６５ 251 250 235 熊本 14%
２年 １，６３６ 232 211 225 長崎 11%

５ ヵ 年 平 均 １，４２７ 307 259 269

３ 年 見 通 し １，５００ 230 230 230

２８年 １，０９９ 356 398 534 愛知 63%
２９年 １，１８９ 369 367 368 宮崎 15%
３０年 １，１９８ 166 233 276 高知 13%
元年 １，３１２ 442 398 395 鹿児島 9%
２年 １，１８４ 529 444 592

５ ヵ 年 平 均 １，１９６ 374 368 430

３ 年 見 通 し １，２５０ 400 380 400

３７８
４２４

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

４２１
３６８
２２１
４１０
５２２

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

３９３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎、高知、鹿児島から入
荷する。各産地ともに順調な入荷を見込
む。愛知は気温低下により大きな入荷ピー
クもなく、入荷量は前年並の見込み。下旬
は節分需要があり、若干相場を戻すか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
だった前年を大幅に下回る見込み。

３８８

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫、静岡、愛知などから入荷する。年
内の前進傾向により、１月中旬頃には大き
な入荷減を見込む。大玉からやや小玉傾向
になり、箱数も伸びないと予想される。入
荷量が少ないまま高値となるか。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年をやや上回る見込み。

レ

タ

ス

２８５
２２８
４４６
２４４
２２０

２７５

 前年及び本年の

３５６  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、大分、群馬、愛知などから入荷す
る。白ねぎは、大分と静岡が中心で、天候
が安定していれば順調に入荷する見込み。
愛知の越津ねぎは順調な入荷が続くと予想
される。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をわずかに上回る見通し。
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３９９
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１２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ５，５５０ 395 301 331 千葉 28%
２９年 ５，５５９ 454 358 313 茨城 21%
３０年 ４，９４０ 498 389 409 埼玉 18%
元年 ５，５７８ 386 317 274 群馬 9%
２年 ５，８３１ 368 242 215 栃木 8%

５ ヵ 年 平 均 ５，４９２ 418 319 305

３ 年 見 通 し ５，８００ 380 300 280

２８年 ６，６１３ 274 253 293 静岡 36%
２９年 ７，８８９ 197 208 253 香川 13%
３０年 ５，１４４ 681 400 330 長崎 13%
元年 ６，９４５ 247 245 230 兵庫 10%
２年 ７，４０９ 218 199 210 福岡 6%

５ ヵ 年 平 均 ６，８００ 300 251 258

３ 年 見 通 し ７，２００ 220 210 200

２８年 ４，６３９ 373 439 548 宮崎 41%
２９年 ４，９１１ 393 400 389 千葉 19%
３０年 ４，７２０ 432 478 475 高知 17%
元年 ４，５５３ 518 439 425 群馬 8%
２年 ４，０６２ 647 504 674 茨城 7%

５ ヵ 年 平 均 ４，５７７ 467 450 497

３ 年 見 通 し ４，３００ 400 430 490

品
目
名

千葉、埼玉など関東産地からの入荷が中
心となる。千葉は肥大が進んで２Ｌ比率が
高まる一方、寒さから生育は落ち着く見込
み。茨城は年内は平年を下回る入荷量も、
生育回復により平年並の入荷となるか。
入荷量は前年並となり、価格は前年をや

や上回る見込み。

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２０９

２６７

２１９

２１０  入荷量・価格の動き

ね

ぎ

４２４
３１８
３０４

３４７

レ

タ

ス

２７４

４５０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

３３７
３６５

 前年及び本年の

４４０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２４０

き

ゅ

う

り

４５４
３９３
４６２
４５８
６０７

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、香川、長崎などからの入荷が中心
となる。各産地とも生育は前進し作柄良好
だったものの、干ばつと12月中旬以降の冷
え込みにより小玉傾向で入荷量は落ち着く
見込み。量がまとまると相場は厳しいか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並となる見込み。

　宮崎、千葉、高知からの入荷が中心とな
る。西南暖地では11月中旬以降に高めの気
温で推移したことによる着果負担に加えて
12月は気温が低かったことから、天候に
よっては入荷量の減少を懸念。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は高値の前年を大幅に下回る見込み。
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ２８９ 349 468 587 熊本 50%
２９年 ３７７ 366 388 426 愛知 45%
３０年 ３９０ 452 441 444 高知 4%
元年 ４００ 375 384 422
２年 ４１５ 388 390 451

５ ヵ 年 平 均 ３７４ 388 411 459

３ 年 見 通 し ４２０ 370 380 400

２８年 ８６７ 372 429 541 熊本 53%
２９年 ９７６ 406 377 376 愛知 22%
３０年 １，１８６ 423 347 297 三重 13%
元年 １，１０４ 237 258 282 岐阜 11%
２年 １，０６５ 252 283 320 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 １，０４０ 337 334 354

３ 年 見 通 し １，１００ 250 270 300

２８年 ３６９ 789 752 890 熊本 65%
２９年 ３９０ 823 753 787 愛知 25%
３０年 ３８９ 730 767 787 宮崎 5%
元年 ５００ 509 569 659 和歌山 5%
２年 ４６３ 464 581 694

５ ヵ 年 平 均 ４２２ 647 674 754

３ 年 見 通 し ４５０ 500 550 600

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。上旬は年
末年始の入荷を含め、潤沢な入荷を見込
む。中旬以降は、成り疲れ、気温低下、日
照時間の減少等により、入荷減となるか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安値だった前年をやや下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

８０８
７７９
７５６
５７６
５７３

６８７

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、三重、岐阜が中心となる。
各産地ともに年末年始は順調に入荷し、中
旬以降は減少する見込み。愛知は生育順調
で、入荷量は少なかった前年をかなり上回
るか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は安値
だった前年並となる見込み。

ト

マ

ト

４４４
３８４
３５２
２５８
２８５

３４０

 前年及び本年の

３９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。各産地と
もに生育順調で、入荷量は前年より多い見
込み。熊本は気温低下の影響で太物が少な
いか。外食需要が少なく、前年より安値が
予想される。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。
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す
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１２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １，６１３ 429 598 619 高知 65%
２９年 ２，０３０ 413 446 463 福岡 15%
３０年 ２，１３０ 431 475 476 熊本 11%
元年 １，９７４ 405 441 512 佐賀 3%
２年 ２，０３２ 413 447 539 栃木 2%

５ ヵ 年 平 均 １，９５６ 418 477 517

３ 年 見 通 し ２，０００ 450 460 470

２８年 ４，７６８ 412 459 552 熊本 46%
２９年 ５，２２３ 414 413 421 栃木 17%
３０年 ５，６９２ 465 473 478 愛知 14%
元年 ５，７６７ 294 308 337 静岡 4%
２年 ５，２４３ 312 327 373 千葉 4%

５ ヵ 年 平 均 ５，３３９ 379 394 429

３ 年 見 通 し ５，４００ 320 360 340

２８年 １，４９９ 763 739 844 熊本 45%
２９年 １，５７１ 804 716 744 愛知 18%
３０年 １，６１５ 706 724 746 千葉 11%
元年 １，８８５ 481 538 652 宮崎 8%
２年 １，７７６ 473 566 681 静岡 5%

５ ヵ 年 平 均 １，６６９ 634 650 728

３ 年 見 通 し １，７００ 580 620 600

　熊本、本県、千葉、宮崎、静岡などから
の入荷となる。12月の気温低下と成り疲れ
により着果量が少なくなっているものの、
十分な量の出回りとなると見込まれる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

　熊本、栃木、本県からの入荷が中心とな
る。熊本は11月の気温高から生育は前進し
入荷量増も12月の気温低下と着果負担によ
り１月は落ち着くか。栃木や本県も生育順
調で、不足感ない出回りを見込む。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並となる見込み。

な

す

５４４
４４１
４６０
４５３
４６３

４６９

　高知、福岡、熊本などからの入荷が中心
となる。各産地とも生育は順調。主力の高
知は増量も、福岡は樹勢低下により着果が
減少して入荷は少なめと見込まれ、総じて
平年並の出回りとなる。相場の下落によっ
て動きが出るか。
　入荷量、価格とも前年並となる見込み。

３３６

 前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ト

マ

ト

４７３
４２４
３９７
３１４

３８６

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト
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７５４
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５７１

６６９

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

 前年及び本年の

６００

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ４１７ 497 572 721 鹿児島 57%
２９年 ４９３ 405 520 581 宮崎 31%
３０年 ４０８ 598 687 731 高知 11%
元年 ３４９ 569 667 694 0 0%
２年 ３６１ 567 607 794

５ ヵ 年 平 均 ４０５ 520 605 697

３ 年 見 通 し ３６０ 550 600 650

２８年 ２，７４６ 109 117 133 北海道 57%
２９年 ２，３８８ 192 198 210 長崎 33%
３０年 ２，６１４ 102 122 133 鹿児島 10%
元年 ２，５５３ 116 119 121 0 0%
２年 ２，８６４ 88 84 74

５ ヵ 年 平 均 ２，６３３ 119 126 132

３ 年 見 通 し ２，５００ 140 140 140

２８年 ５，４９３ 70 70 76 北海道 93%
２９年 ６，４０７ 78 81 80 静岡 5%
３０年 ５，１４６ 101 95 96 愛知 1%
元年 ４，９９２ 138 115 126
２年 ４，４６９ 80 84 83

５ ヵ 年 平 均 ５，３０１ 92 88 91

３ 年 見 通 し ４，８００ 80 80 80

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道主体で静岡からも一部入荷する。
北海道はＬ大サイズを中心に順調な入荷を
見込む。新たまねぎの静岡は生育良好で、
早い段階での入荷ピークが予想される。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をわずかに下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

７１
８０
９６

１２２
８２

８９

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に長崎、鹿児島から入荷す
る。北海道の貯蔵物は少なめで、入荷量は
前年を大幅に下回る見込み。長崎は小玉傾
向が見られる。鹿児島は作付面積減少によ
る入荷減となるか。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
値だった前年を大幅に上回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１２２
２０２
１２３
１２０

８１

１２７

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎、高知から入荷する。11月
～12月は前倒しで入荷しており、１月は成
り疲れから入荷減となる見込み。物量減少
による高値での推移となるか。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

ピ
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１２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 １，３４８ 542 557 736 宮崎 52%
２９年 １，５３９ 474 549 608 高知 22%
３０年 １，３８０ 657 751 766 鹿児島 15%
元年 １，３１５ 633 730 754 茨城 10%
２年 １，３４８ 617 655 835

５ ヵ 年 平 均 １，３８６ 582 646 736

３ 年 見 通 し １，３５０ 480 620 730

２８年 ７，６６０ 112 122 140 北海道 61%
２９年 ７，２６８ 192 192 207 長崎 26%
３０年 ７，３９０ 117 123 125 鹿児島 13%
元年 ７，６２６ 124 118 115
２年 ８，３０７ 89 87 85

５ ヵ 年 平 均 ７，６５０ 126 127 133

３ 年 見 通 し ７，７００ 150 140 130

２８年 ９，５５２ 79 80 83 北海道 84%
２９年 １０，３４２ 93 96 99 静岡 12%
３０年 ９，５２０ 101 103 115 中国 3%
元年 ８，１７９ 132 140 153 愛知 1%
２年 ８，１２６ 93 96 94

５ ヵ 年 平 均 ９，１４４ 99 102 108

３ 年 見 通 し ８，５００ 80 100 90

　宮崎、高知、鹿児島などからの入荷とな
る。主力宮崎は生育順調で着果数や果実肥
大も良好。中旬以降は成り疲れで量を減ら
すか。高知は成り疲れからの回復を見込む
も、全体量は減って相場上向くか。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をか
なり下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

６４２
５４９
７２８
７１４
７０３

６６４  前年及び本年の

６１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道と九州からの入荷となる。貯蔵か
ら入荷の北海道は大玉傾向も玉数少なく、
生食用から加工用へ仕向け先変更もあって
出回りは少なめか。九州産も玉数少ないが
遅れている長崎産は量を増やす見込み。
　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は安値の前年を大幅に上回る見込み。

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

ば

れ

い

し

ょ

１２８
１９８
１２３
１１８
８７

１２９

１４０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

８１
９７

１０７
１４４
９５

１０４  前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に静岡などからの入荷とな
る。主力の北海道は十分な貯蔵量でＬ大中
心の入荷となる。静岡は前年と同じく豊作
基調で前進傾向のため、十分な量が出回る
と見込まれる。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は前年をやや下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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１２月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ７，４１１ 442 403 402 青森 19%
２９年 ８，１１５ 425 338 366 静岡 18%
３０年 ６，９９９ 482 427 400 フィリピン 13%
元年 ７，９８８ 402 367 385 愛知 12%
２年 ７，３４４ 462 339 382 愛媛 9%

５ ヵ 年 平 均 ７，５７１ － － －

３ 年 見 通 し ８，２００ － － －

２８年 ２，２０３ 312 309 321 静岡 55%
２９年 ３，０５７ 264 215 259 愛知 21%
３０年 １，８３３ 425 425 360 和歌山 10%
元年 ２，６８１ 282 281 296 愛媛 5%
２年 ２，３４５ 324 301 272 三重 4%

５ ヵ 年 平 均 ２，４２４ 313 295 296

３ 年 見 通 し ２，７００ 0 0 0

２８年 ５６０ 1,421 1,382 1,641 愛知 53%
２９年 ５６６ 1,469 1,424 1,471 熊本 29%
３０年 ５９８ 1,704 1,494 1,421 鹿児島 6%
元年 ６３５ 1,493 1,430 1,481 岐阜 3%
２年 ５０８ 1,918 1,670 1,644 宮崎 3%

５ ヵ 年 平 均 ５７３ 1,594 1,475 1,527

３ 年 見 通 し ５８０ 0 0 0

前年主要産地（％）
品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

３７２
４４０
３９４
４１６

４０５  前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  いちご、みかん、りんごなどが主な品目
となる。いちごとみかんは大玉傾向で、前
年より入荷増の見込み。りんごは主力の青
森が輸出終了後の中旬以降に増量するか。
後半はツル割れ果の増加が懸念される。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

果

実

計

４１１

み

か

ん

３１３
２３９
４０１
２８５
２８９

２９７  前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡を中心に愛知などからも入荷する。
各産地ともに大玉傾向で、入荷量は表年の
令和元年産よりも多い見込み。愛知は令和
元年産並の入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をやや下回る見込み。

い

ち

ご

１，４７９
１，４６４
１，５４０
１，４４０
１，７３７

１，５２６  前年及び本年の

１，５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本を中心に入荷する。各産地と
もに大玉傾向で、１番果と２番果が連続し
て入荷する。中下旬は２番果の入荷により
増量する見込み。愛知も大玉傾向で、入荷
量は前年をかなり上回るか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。
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１２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２８年 ３４，６４４ 489 421 434 愛媛 21%
２９年 ３６，７３６ 493 402 415 静岡 16%
３０年 ３１，１００ 610 481 476 青森 13%
３１年 ３４，６３８ 516 423 446 和歌山 8%
２年 ３３，２５７ 545 430 435 フィリピン 7%

５ ヵ 年 平 均 ３４，０７５ － － －

３ 年 見 通 し ３４，０００ － － －

２８年 １３，０８０ 294 312 328 静岡 34%
２９年 １５，３７９ 268 260 270 愛媛 25%
３０年 １０，９４０ 379 382 369 長崎 14%
３１年 １３，５２４ 286 292 318 和歌山 13%
２年 １３，９９１ 279 277 274 熊本 4%

５ ヵ 年 平 均 １３，３８３ 297 300 308

３ 年 見 通 し １４，０００ 270 270 270

２８年 ３，２１８ 1,405 1,385 1,583 栃木 46%
２９年 ３，７７９ 1,459 1,448 1,466 福岡 17%
３０年 ３，７８０ 1,702 1,517 1,436 茨城 10%
３１年 ３，８３９ 1,499 1,420 1,490 静岡 10%
２年 ３，０００ 1,975 1,739 1,692 長崎 5%

５ ヵ 年 平 均 ３，５２３ 1,598 1,495 1,525

３ 年 見 通 し ３，８００ 1,500 1,500 1,500

 前年及び本年の

１，５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木を中心に福岡、茨城などから入荷す
る。主となる栃木や福岡では、現状の１番
果は順調な入荷が続き、２番果への切り替
え時も不足や大きな端境はない見込み。
　入荷量は少なかった前年を大幅に上回
り、価格は高かった前年を大幅に下回る見
込み。

い

ち

ご

１，４６０
１，４５８
１，５４９
１，４７３
１，７９９

１，５３９

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡を中心に愛媛、長崎などから入荷す
る。静岡は前年雹害の影響があったが今年
は順調。他の産地も天候良く生育順調で、
大玉傾向となり不足感はない。その分荷動
きは鈍くなる見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をわ
ずかに下回る見込み。

み

か

ん

３１４
２６６
３７７
３０１
２７６

３０３

４５６  前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  みかん中心にいちご、りんごなどが入荷
する。また、柑橘類の入荷も本格化し、熊
本の不知火が１月下旬からピークを迎える
など後半に向けて量が出そろう見込み。り
んごは前年のような不足感はない。
  入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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切　花　・　鉢　花　の　１　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１２月２８日現在） 単位：千本、円／本
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単位：千本、円／本

25



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１２月２８日現在）

２８年 １３，７８６ ２２２

実 ２９年 １３，３５１ ２２０

３０年 １２，４７５ １９１

績 元年 １２，９２１ １７２

２年 ９，５５３ ２０８

１２，４１７ ２０３

９，０００ ２００

概

要

２８年 ４０４，３３１ １０７

実 ２９年 ４８６，３１５ ９３

３０年 ４３４，８００ ８０

績 元年 ３９０，４００ ９５

２年 ４３７，７０５ ８８

４３０，７１０ ９３

４３０，０００ ８８

概

要

２８年 ５５，３４８ ２３３

実 ２９年 ４０，８９７ ２１３

３０年 ３１，７００ ２２４

績 元年 ３６，５８８ ２０７

２年 ３４，８４５ ２０９

３９，８７６ ２１９

３３，０００ ２１８

概

要

プ

リ

ム

ラ

品
目

エ

リ

カ

　年々入荷量は減少傾向にある。山梨・新潟から年明けよりスズランエリカの出荷が始ま
るが、品薄が予想される。例年年明け初売りでやや引き合いは強くなるものの、月末にな
るにつれて相場は激しくなると思われる。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位山梨（31.0％）、２位新潟
（25.7％）、３位長野（24.7％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

３年見通し

５ヶ年平均

３年見通し

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ

　主要生産者が作付を減らしている為、入荷量は前年より減少の見込み。関東は４～５
号、愛知は４号サイズが中心で、その他のサイズは年々減少。価格面では前年と大きく変
わらない見込みだが、年々注文が減少している為、競売価格次第で変動する。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（34.9％）、２位愛知
（24.5％）、３位茨城（19.9％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年より減少か。ジュリアン・ポリアンともに夏の暑さの影響でロスが多い。
１月中旬からは昨年並みの出荷量があると見込まれるが、上旬は例年より少なめの出荷に
なる。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（42.7％）、２位埼玉
（12.3％）、３位奈良（8.0％）となっている。

５ヶ年平均

３年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２８年 ４９，６４２ ２５４

実 ２９年 ５３，７０９ ２４２

３０年 ４２，７４５ ２４９

績 元年 ４４，４２０ ２７９

２年 ３８，４７０ ２８０

４５，７９７ ２６０

３７，０００ ２７６

概

要

２８年 ３６，９９２ １９２

実 ２９年 ４１，４６４ １９１

３０年 ３５，９４１ １７９

績 元年 ３３，４２６ １９９

２年 ３７，４２３ １９８

３７，０４９ １９２

３７，０００ １９７

概

要

２８年 １７，７５０ ７２８

実 ２９年 １９，６５１ ６７９

３０年 ２０，２６７ ５８４

績 元年 １９，０４２ ６５１

２年 １４，７１３ ６６５

１８，２８５ ６５９

１４，０００ ６７９

概

要

デ

ン

ド

ロ

ビ

ウ

ム

５ヶ年平均

マ

ー

ガ

レ

ッ

ト

サ

イ

ネ

リ

ア

５ヶ年平均

３年見通し

　入荷量は前年並か。近年相場が厳しくなっており、作付けの多い５・６号は苦戦見込
み。５号未満、大鉢はまだ引き合いがある。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（44.6％）、２位岡山
（19.3％）、３位静岡（9.4％）となっている。

３年見通し

　入荷量は前年並か。価格推移は天候に左右されるが、年始売りの注文が多くなる見込
み。単価は、４号中心に小鉢は中値安定で推移する見込み。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜（25.8％）、２位静岡
（22.2％）、３位愛知（14.8％）となっている。

３年見通し

　入荷量は前年より減か。秋頃の日照不足の影響か、年内出荷分においても開花の遅れが
目立った。１月出荷分に関しても同様の遅れが出ると予想される。例年通り６号は埼玉、
５号は埼玉・愛知・三重・東北産地、４号は愛知・三重を中心に入荷する。価格面は年々
厳しくなっており、さらに成人式需要も減少傾向にある為、前年を下回ると予想される。
　前年１月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（29.9％）、２位愛知
（22.0％）、３位香川（15.2％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №571 

令和３年１月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


